


スマートハウスの新たな
可能性を切り開く

コンテストの狙い



①実働するアプリを開発する

②多様な情報を組み合わせる

③オープンイノベーションで取り組む

３つの要件を設定



①実働するアプリを開発する
⇒アイデアだけではダメ！

⇒実際に作った上で評価する

３つの要件



②多様な情報を組み合わせる
⇒ ｽﾏｰﾄﾊｳｽ＋Web＋ﾃﾞﾊﾞｲｽ

３つの要件



②多様な情報を組み合わせる
⇒ ＡＰＩを活用した開発

３つの要件

A pplication

P rogramming

I nterface

標準API

住宅API



③オープンイノベーションで取り組む
⇒公開方式での二次審査

⇒異分野とのコラボを誘発

３つの要件



■参考作品「室内干しタイマー」

具体事例


